
　地域の「持続可能な農業」に向け、農業経営に係わる課題に対して農業生産の効率化（スマート農業）、農業リ
スク軽減、労働力の確保を提案し支援を進め、中山間地域では集落営農・法人化を支援し農業所得向上を目指し
ています。

　農業所得向上に向けた産地の生産維持と拡大を目標とし、主要品目の生産基盤強化と面積拡大を図り、新た
な販路開拓、拡大による販売単価の向上に向けた事業に取り組んでいます。
　また、管内で生産された農産物に付加価値を高め、生産農家の所得向上を図るため加工品の開発研究に取り
組んでおり、管内の直売所での販売を実施しています。
　また、六次産業化に取り組む農家に対し、食品表示・ＨＡＣＣＰ制度などの指導、販路開拓・原料供給等の支
援を行っております。

■環境問題への取り組み
　市町村・農林事務所・普及センターとＪＡが合同で環境保全と農業振興を目的に、使用済み農業用廃棄ビニー
ルや廃プラスチック等を回収し、リサイクル業者等に引き渡すことにより地域環境の維持に努めています。
　また、各支店ではプランターや花壇を利用して、野菜や花を積極的に栽培し地域美化に努めているほか、ＪＡ
職員互助会では、ため池や河川、各支店・施設周辺の環境保全に役立つように清掃奉仕活動を行っています。

■福祉活動
　高齢者や体の不自由な方を対象にした介護事業に、積極的に取り組んでいます。管内３か所の通所介護施設
ではデイサービスを行うほか、訪問介護事業や福祉用具貸与事業、居宅介護支援事業を行い、多くの方に利用し
ていただいています。
　また、ＪＡのセレモニー施設では人形の供養祭を行い、集まった志を、各市町村の社会福祉関係に寄付してい
ます。

■献血活動
　ボランティア活動の一環で、献血推進協議会の協力依頼を受けて、役職員は献血活動に積極的に協力してい
ます。

■交通安全運動
　支店・事業所にこども110番の家、こども110番の車を設置して、交通安全路上活動を行い地域の子どもの見
守り活動に取り組んでいます。
　また、交通安全教育DVDの無償貸出による学生や子供たちへの交通安全意識の向上を図る取り組みを行って
います。

■文化支援活動
　小中学生に相互扶助や思いやりの精神を伝え、図画工作・美術教育の高揚を図り、また交通安全啓発活動を支
援することを目的として管内小・中学校へ教育資材の提供を行っています。

■行政と連携した子育て支援活動
　子育て世代を対象に県・市町村と連携した母子手帳ケース進呈による子育て情報LINEアカウント「こそだて
ひろば」の紹介とお役立ち情報の定期的な配信を行っています。

■災害時における相互応援
　当ＪＡは管内の全13市町村と、災害時の相互応援協定を結びました。同協定により、災害対策基本法で規定
する災害が発生した場合、被害状況の把握、食料や物資・人の応援、施設面での支援などを行っていきます。

■高齢者等の見守りネットワーク
　関市、郡上市、美濃加茂市、可児市、富加町、坂祝町、川辺町、御嵩町の各機関と高齢者等の見守りネットワー
ク事業の協定を締結し、地域に密着した事業活動の展開に取り組んでいます。

　管内の市町村と連携し地域ごとの特色を生かした農業祭・産業祭の主催・後援・協賛を行い「食と農」の啓蒙
活動に取り組んでいます。また、ファーマーズマーケット『とれったひろば』では、農産物の旬にあわせたイベン
トを定期的に企画し、大勢の来場者を集めています。

　各地域に営農経済センターを設置し、農業の専門知識を
持った職員が、農産物の栽培指導や、経営にかかる相談業務
などを行っています。
　野菜ごとの産地化をすすめ、少量からでも出荷してもら
えるよう、農産物直売所を各地に設置しています。

　情報誌「めぐみの」やSNSにおいて地域の農業、農畜産物、
直売店などの情報を発信し、「地産地消」の推進を行うととも
に、管内小学校や地元生産者と連携した「食農教育活動」に
力を入れています。
　食農教育活動では小学校が行う米づくりや野菜の栽培に
支援・協力するほか、大豆の栽培・収穫・加工を体験する「ま
めなかな運動」では、希望する小学校に対し、ＪＡ営農指導
員が栽培や収穫を指導するほか、女性部食農リーダーが豆
腐づくりなどの加工指導を行っています。

地産地消・食農教育の取り組み

農業祭等の開催

農業普及活動

「持続可能な農業」への取り組み

社会貢献活動（社会的責任）

農畜産物のめぐみのブランドの確立・六次産業化への取り組み

地域貢献活動
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■地域からの資金調達の状況・地域への資金供給の状況
　当ＪＡの資金は、組合員の皆様などからお預かりした「貯金」を源泉としており、資金を必要とされる組合員
の皆様方や地方公共団体などもご利用いただいています。
【地域からの資金調達状況（貯金・積金残高）】
　組合員をはじめ地域の皆様からお預りした貯金残高は、644,803百万円（うち定期積金5,285百万円）となっ
ています。

【地域への資金供給状況（貸出金残高）】
　組合員をはじめ地域の皆様へ地域金融機関として農業資金・生活資金等の資金ニーズに対応してまいりまし
た結果、貸出金残高は、148,092百万円となっています。

■地域に根差した役割
●ふれあいに関する事項
　地域に根差した協同組合の役割を発揮するため、全支店
で地域のニーズに基づいた支店協同活動を行い、特に「食」
と「農」を基軸とした「あぐりん活動」を展開することにより、
組合員や地域住民への、食と農に関する理解促進の機会と
しています。
　また、各支店に設置したふれあい委員会や総代を対象と
したアンケート、LINEの活用により収集した意見・要望を
検討し、ＪＡ運営に反映しています。

●連携に関する事項
　中部学院大学との連携では、とれったひろば可児店にお
いて地元農産物の魅力を紹介するPOPを学生とともに制
作したほか、高齢者の体力向上プログラム共同研究事業で
は、「あしゆび圧迫体操」や「タオルであしゆび体操」を開発
し、デイサービス利用者を対象に高齢者の転倒防止を目的
に体操の啓発に取り組んでいます。

区　　分 令和元年度

491,258

111,271

602,530

組 合 員 等

そ の 他

合 計

令和２年度

504,228

120,970

625,199

令和３年度

（単位：百万円）

517,622

123,971

641,593

令和4年度

517,337

127,465

644,803

区　　分 令和元年度

120,946

5,252

10,669

136,869

組 合 員

地 方 公 共 団 体 等 

そ の 他

合 計

令和２年度

126,540

6,633

7,112

140,286

令和3年度

（単位：百万円）

131,565

6,562

7,000

145,128

令和4年度

134,356

6,871

6,864

148,092

■文化的・社会的貢献に関する事項
●女性部活動
　管内５地域に女性部を組織し、趣味や健康等にかかる
生活文化活動を行っています。また、スマホやアプリの
基本操作を習得し、生活の利便性向上を図ることを目的
に女性部員を対象としたスマホ教室を開催したほか、食
農リーダーによる次世代に向けた食農教育活動やボラン
ティア活動による地域支援にも取り組んでいます。

●スポーツ活動
　次世代を担うこどもたちの健全な精神
と肉体を養い、日頃の練習成果発揮を目
的に、「ＪＡめぐみのカップ中濃地区少年
サッカー大会（管内全域）」並びに「ＪＡめ
ぐみの旗争奪学童軟式野球大会（みのか
も地域）」を開催しています。
　また、シニア世代に向けてはゲート
ボールやグラウンドゴルフ大会を開催し
ているほか、軽スポーツ大会を各地で開
催しています。

■利用者ネットワーク化への取り組み
●女性連絡協議会
　米消費拡大と伝統料理の継承を目的に「かんたんご
当地ごはんレシピ」と題して、５地域それぞれのレシピ
を作成し、情報誌に全５回にわたり掲載しました。
　また、女性部組織のPRなどを目的に、コミュニティ
紙「めぐみのパーク」において各地域の活動を紹介した
ほか、参加しやすい体験版セミナーを参画し、新規部
員募集を図りました。

文化的・社会的貢献に関する事項地域貢献活動
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　管内５地域に女性部を組織し、趣味や健康等にかかる
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農リーダーによる次世代に向けた食農教育活動やボラン
ティア活動による地域支援にも取り組んでいます。

●スポーツ活動
　次世代を担うこどもたちの健全な精神
と肉体を養い、日頃の練習成果発揮を目
的に、「ＪＡめぐみのカップ中濃地区少年
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ぐみの旗争奪学童軟式野球大会（みのか
も地域）」を開催しています。
　また、シニア世代に向けてはゲート
ボールやグラウンドゴルフ大会を開催し
ているほか、軽スポーツ大会を各地で開
催しています。

■利用者ネットワーク化への取り組み
●女性連絡協議会
　米消費拡大と伝統料理の継承を目的に「かんたんご
当地ごはんレシピ」と題して、５地域それぞれのレシピ
を作成し、情報誌に全５回にわたり掲載しました。
　また、女性部組織のPRなどを目的に、コミュニティ
紙「めぐみのパーク」において各地域の活動を紹介した
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●年金友の会
　当ＪＡで年金をお受取りいただいている皆様方の親睦と健康づくりに役立てるよう各地域でグラウンドゴル
フ大会やシニアゴルフ大会、ゲートボール大会を開催しています。令和５年６月末の会員数は41,796名となっ
ています。

■情報提供活動
●情報誌の発行
　情報誌「めぐみの」を毎月、約47,000部発行し、農業にかかる動
きや農家の活動、当ＪＡからのお知らせ、地域のニュースなど様々
な情報提供を行っています。また、地域住民向けのコミュニティ紙
「めぐみのパーク」を年２回発行（約89,000部）しています。

●ホームページの公開
　当ＪＡからの情報発信手段としてホームページを開設し、各種お
知らせやイベント・キャンペーン情報、農産物情報などの提供を行っ
ています。

●SNS活用による情報発信
　「LINE公式アカウント」による情報発信を行っています。
　総合事業を展開する当ＪＡの取り組みを幅広い世代にPRするこ
とを目的にイベント情報を中心に配信を行い、フォロワー数は令和
５年６月末時点で約11,700人となっております。
　また、YouTube公式チャンネルを開設し、動画による情報発信に
も取り組んでいます。

●各種相談会の実施
　皆様のご要望にお応えする形で、社会保険労務士による年金相談会や住宅ローン休日相談会、税務相談会及
び法律相談会を開催して、暮らしに役立つお手伝いを実施しています。 また、資産相談センターでは、相続セミ
ナーを開催するなど相談機能の強化に努めています。

■生活のメインバンクに向けた取り組み
　キャッシュカードとクレジットカードが一体となった『ＪＡカード＜一体型＞』と、インターネットにアクセ
スするだけで、振込や税金・公共料金払込等さまざまな取引ができるインターネットバンキング『ＪＡネットバ
ンク』の普及に取り組み、皆様の利便性向上に努めています。
　なお、ＡＴＭキャッシュサービス一覧及び商品・サービス一覧は主な事業の内容（Ｐ46）をご覧ください。

　組合員・利用者の皆さまに安心してＪＡをご利用いただくためには、より健全性の高い経営を確保し、信
頼性を高めていくことが重要です。
　このため、有効な内部管理態勢を構築し、直面する様々なリスクに適切に対応すべく「リスク管理基本方針」
を策定し、認識すべきリスクの種類や管理体制と仕組みなど、リスク管理の基本的な体系を整備しています。
　この基本方針に基づき、収益とリスクの適切な管理、適切な自己査定の実施などを通じてリスク管理体制
の充実・強化に努めています。
　また、昨今の国際情勢をふまえ、マネー・ローンダリングおよびテロ資金供与等の金融サービスの濫用防
止対策（マネロン等対策）の重要性はこれまでになく高まっています。当ＪＡではマネロン等対策を重要課題
の１つとして位置付け、リスクに応じた対応を適切に講じています。

　信用リスクとは、信用供与先の財務状況の悪化等により、資産（オフ・バランスを含む）の価値が減少ないし
消失し、金融機関が損失を被るリスクのことです。
　当ＪＡでは、個別の重要案件又は大口案件については理事会において対応方針を決定しています。
　また、通常の貸出取引については、本店に総務部融資審査課を設置し各支店と連携を図りながら、与信審査
を行っています。審査にあたっては、取引先のキャッシュ・フローなどにより償還能力の評価を行うとともに、
担保評価基準など厳格な審査基準を設けて、与信判定を行っています。貸出取引において資産の健全性の維
持・向上を図るため、資産の自己査定を厳正に行っています。不良債権については、金融共済業務部債権管
理課が管理･回収方針を作成・実践し、資産の健全化に取り組んでいます。また、資産の自己査定の結果、貸
倒引当金については「資産の償却・引当基準」に基づき必要額を計上し、資産及び財務の健全化に努めてい
ます。

　市場リスクとは、金利、為替、株式等の様々な市場のリスク要因の変動により、資産・負債の価値が変動し
損失を被るリスク、資産・負債から生み出される収益が変動し損失を被るリスクのことです。
　当ＪＡでは、金利リスク、価格変動リスク等の市場性リスクを的確にコントロールすることにより、収益化及
び財務の安定化を図っています。とりわけ、有価証券運用については、市場動向や経済見通し等を考慮し、理
事会において運用方針を定めるとともに、経営層で構成するＡＬＭ委員会を定期的に開催して、日常的な情報
交換及び意思決定を行っています。市場部門は、理事会で決定した運用方針及びＡＬＭ委員会で決定された方
針などに基づき、有価証券の売買やリスクヘッジを行っています。
　また、組織面では、金融共済業務部資金運用課において市場部門、金融共済業務部金融業務課において事
務管理部門、経営企画室危機管理においてリスク管理部門を設置し、それぞれ相互けん制機能が働くように
役割を明確化しています。

リスク管理基本方針等

信用リスク管理方針

市場リスク管理方針

　流動性リスクとは、運用と調達の期間のミスマッチや予期せぬ資金の流出により、必要な資金の確保が困
難になる、又は通常よりも著しく高い金利での資金調達を余儀なくされることにより損失を被るリスク（資金
繰りリスク）及び市場の混乱等により市場において取引ができなかったり、通常よりも著しく不利な価格での
取引を余儀なくされることにより損失を被るリスク（市場流動性リスク）のことです。
　当ＪＡでは、資金繰りリスクについては、運用・調達について月次の資金計画を作成し、安定的な流動性
の確保に努めています。また、市場流動性リスクについては、投資判断を行う上での重要な要素と位置づけ、
商品ごとに異なる流動性（換金性）を把握したうえで、運用方針などの策定の際に検討を行っています。

流動性リスク管理方針

リスク管理の状況

リスク管理の体制等
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